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１．概要
　馬鈴しょの品種に求められる性質は用途
によって様々だが、近年発生しているジャ
ガイモシストセンチュウへの抵抗性は、馬
鈴しょの用途を問わず必要性が高まってい
るところである。
　加工用馬鈴しょも例外ではなく、既存品
種からの転換が求められている。農林水産
省が2019年に公表した「ジャガイモシスト
センチュウ抵抗性品種の作付け拡大のため
の目標」によると、2028年までに、シスト
センチュウの発生圃場では抵抗性品種の作
付け割合を100%、その他の圃場でも80%
とすることが加工用馬鈴しょの目標に掲げ
られている。
　ジャガイモシストセンチュウの初発は北
海道だが、現在は全国に発生地域が拡大し、
九州は長崎県・熊本県でも確認されている。
　今のところ、原料馬鈴しょの産地で大き
な被害は確認されていないが、今後のまん
延を防ぐためには予防的措置が必要であ
る。
　シストセンチュウは、抵抗性品種の作付
けによってその密度を減らすことが可能で
あると知られている。被害が未発生の圃場
でも、外からの流入・増殖を防ぐために抵
抗性品種は有用であると考えられる。
　これらの理由から、当社においても産地

を問わずシストセンチュウ抵抗性品種の作
付けを推進しているところである。
　ここでは、推進する品種の一つ「オホー
ツクチップ」について、特に導入が加速す
る九州地方での普及状況をご紹介したい。

２．ポテトチップスの使用品種について
　チップ用馬鈴しょの主要な品種として、
一番に名前が挙がるのは「トヨシロ」かと
思われる。収量性・加工適性に優れた品種
であり、現在も広く全国で栽培されている。
　しかし、「トヨシロ」はジャガイモシス
トセンチュウに感受性であるため、長期的
には抵抗性品種への置き換えを進める必要
がある。
　九州方面の原料産地においても、かつて
は「トヨシロ」が主要な栽培品種であった
が、現在は品種転換を推し進めているとこ
ろである。その理由にはセンチュウ抵抗性
だけでなく、九州でトヨシロを栽培する上
での問題点が関係している。具体的な内容
は次項で述べる。

３．�九州の加工用馬鈴しょに求められる�
品質

　九州では、南部地域の宮崎県・鹿児島県
をはじめとして、温暖な気候を活かした早
出し馬鈴しょの栽培が主体となっている。
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　前年度の秋に北海道で収穫された馬鈴
しょは、長期貯蔵に適した品種でも６月ご
ろには消耗して使用の限界を迎える。そこ
から５～６月収穫の九州産、６～８月収穫
の関東産・・・といった形でリレーし次の
北海道産につなぐ形だ。
　端境期リレーの中でも１番手を担う九州
産馬鈴しょにとって、重要な素質が「早掘
り適性」だ。
　九州における作型は北海道と比較すると
生育期間が短くなりがちで、南九州では１
～２月に植え付けを行い、５～６月の梅雨
前には収穫を終えてしまう地域がほとんど
である。場合によってはまだ地上部が青い
うちに収穫を開始するため、いかに早期か
らチップ原料としての基準を満たせるかの
勝負になってくる。そのため、早熟でデン
プン価が高い、あるいは多少未熟でも糖分
が少ない、といった特性が有用となる。（デ
ンプン価が高ければ工場で原料使用する際
の歩留りが高くなり、糖分が少なければ油
で揚げた際にチップが焦げるのを抑えられ
る。）
　品種「トヨシロ」は、一般的な馬鈴しょ
品種としては早熟タイプに分類される。早
掘りに適した性質とされてはいるものの九
州、特に南部の作型では収穫時の品質が不

安定になることがある。具体的には「①芋
は肥大するがデンプン価が十分に上がらな
い」、「②未熟で塊茎に糖分が残っており
チップが焦げる」などのケースが多い。①
に関しては極端でない限り許容できるが、
②は場合によって工場で使用できないこと
もある。
　「早掘りでも焦げない」というのが、ト
ヨシロに代わる新品種に求められる重要な
点である。

４．�馬鈴しょ品種「オホーツクチップ」に
ついて

　「オホーツクチップ」は、北海道立北見
農業試験場にて育成された、ジャガイモシ
ストセンチュウ抵抗性の加工用品種であ
る。もとは北海道での普及が想定された品
種であるが、現在は府県でも栽培地域が広
まっている。
　トヨシロ並の収量と早生性を有するオ
ホーツクチップは、栽培期間が短い府県に
も適性がある。
　また、早掘り時にも塊茎の糖分が少なく
チップが焦げにくい傾向にあり、トヨシロ
と比較して品質が安定している。デンプン
価に関してはトヨシロと大きな差はない
が、総合的な「早掘り適性」としてはオホー

写真２　トヨシロ写真１　オホーツクチップ
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ツクチップが優れていると言えるだろう。
　本品種は玉揃いが良く、全ての塊茎が均
一に肥大していく傾向が見られる。対して
トヨシロは塊茎ごとの勝ち負けが大きく、
疎植がちな九州ではサイズの大きな規格外
品が発生しやすい。過度な肥大は中心空洞
の発生にも繋がるため、バランスの良い肥
大は魅力の一つである。
　加えて、オホーツクチップは土壌病害の
そうか病に中程度の抵抗性を有する。畑の
面積が限られる地域では輪作によるそうか
病防除が難しく、薬剤による土壌消毒に頼
らざるを得ないこともある。消毒に必要な
資材費・人件費も上がりつつあるため、そ
うか病抵抗性品種の作付けは生産者のコス
ト削減に繋がる。

５．九州での品種普及
　既存品種のトヨシロは、九州地方でも長
らく原料馬鈴しょの主軸を担っていた。
　図１は九州におけるトヨシロ・オホーツ
クチップの取扱量を示したものである。

2018年度までは圧倒的にトヨシロの割合が
大きく、全体の９割以上を占めていた。オ
ホーツクチップの本格的な普及は2019年度
からで、その後は加速度的に作付けが増加
している。2021年度にはオホーツクチップ
がトヨシロの割合を上回り、直近の2022年
度は全体の約８割に到達した。
　近年は栽培期間中、特に収穫時期の天候
不順による品質の懸念が生じがちである。
影響を受けやすいトヨシロに代わって、品
質の安定するオホーツクチップの需要が高
まっているところである。

６．普及による効果
１）原料品質の変化
　オホーツクチップが広まることで得られ
た効果の一つが、工場で生産されるチップ
の品質向上である。
　チップの揚がりを評価するための主な指
標として、①カラー値・②還元糖含量があ
る。
　①カラー値はAgtron社のカラーメー

図１　九州における各品種の取扱量について （2017-2022年度）
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ターを使用してチップの色相を評価するも
ので、綺麗なチップほど数値が高くなる。
②還元糖含量は逆に、数値が低いほどチッ
プの焦げが抑えられる傾向にある。還元糖
が多く含まれる場合、フライ時にメイラー
ド反応を起こして焦げやすくなるからであ
る。オホーツクチップの普及に伴い、これ
ら２つの数値に大きな変化が現れた。
　図２は九州地域における原料馬鈴しょに
ついて、先述したカラー値・還元糖含量の
年次推移を現している。
　トヨシロがほとんどであった2017-18年
度から、全体の２割ほどがオホーツクチッ
プに置き換わった2019年度以降、それぞれ
の数値に変化が現れる。チップカラー値は
右肩上がり・還元糖含量は右肩下がりに推
移し、チップとしての品質が向上している
ことが分かる。2022年度の品質は、いずれ
の数値を見ても使用原料として申し分ない
ものであった。

２）畑における変化
　オホーツクチップへの転換は産地側にお
いても、既存品種になかったメリットをも
たらしている。

　先述した早掘り適性や病害抵抗性に加
え、オホーツクチップはトヨシロより水分
ストレスに強い傾向がある。九州の一部で
は田んぼに馬鈴しょを作付けしており、元
が畑の土地より水はけの悪さが問題になり
やすい。雨が多い年ほど影響は大きく、梅
雨入りの早かった2021年度などは畑が数日
にわたって水没してしまうケースもあっ
た。
　土物野菜の馬鈴しょに水分ストレスは天
敵であり、腐敗や内部障害などの問題が発
生する。特にトヨシロはこれらの障害を受
けやすい印象である。
　図３は九州および北海道産の原料馬鈴
しょにおける、規格外品の混入率を示した
ものである。全体的な傾向として、九州産
は北海道産と比較して混入率の高いことが
見て取れる。
　そして、オホーツクチップはトヨシロよ
り規格外品の混入が少なく、九州における
内部障害では約１%もの差が生じている。
　規格外品が少なければ、収量増に加えて
選果の手間が減らせるメリットもあるた
め、オホーツクチップが有するストレス耐
性は有用な形質である。

図２　九州産原料の品質について （2017-2022年度）
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７．新品種を普及する上での課題
　新品種を生産者に紹介する時、まず気に
されるのが「収量」だ。収量は農家として
の収入に直結する要素であり、既存品種に
勝ることが重要視される。
　規格外の芋は省かれるため、増収には数
量増・品質向上の両方が求められる。
　新品種を初めて育てる際には栽培方法が
手探りで、収量が不安定になりやすい。オ
ホーツクチップに挑戦してみたが、初年度
の収量が取れずトヨシロに戻ってしまう
ケースも珍しくない。
　収量アップのためには、品種に適した育
て方を確立する必要がある。植付け・収穫
の時期や施肥量など、試行錯誤して作型を
改善する生産者ほど取れ高・品質ともに上
がっていく印象だ。
　また、育てる地域によって良し悪しが分
かれることもある。北海道生まれの品種を
府県で栽培する場合は、現地で適性がある

かどうかを見極めることが重要だ。オホー
ツクチップは適性が見出された好例かと思
う。チップ品質はもちろん重要だが、産地
の求める要素を欠けば普及自体が難しくな
る。そのため育成者と産地の両者に関わる
メーカーとしては、産地の声を育成者に伝
える必要があると考える。
　日本特産農作物種苗協会主催の「ばれい
しょ加工適性研究会」は、育種機関の方と
情報交換する良い機会である。各地の畑で
何が求められているのかを共有し、育成者
側にも産地のイメージを持って頂けるよう
にしたい。
　馬鈴しょを取り巻く環境が変化する中
で、収量の取れる品種も移り変わっていく
と予想されることから、今後も各所とのコ
ミュニケーションを取りつつ、畑と工場の
どちらにも有益な品種の普及に努めていく
こととしている。
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図３　各品種の規格外品混入率（2017-2021の５カ年平均）
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